
7−はびきの　令和 8 年 （2026 年）2 月−

3 月 1 日㈰は令和７年度 石川クリーン作戦
 ～やすらぎとふれあいの水辺「石川」の自然を守ろう！～
大和川・石川流域などで府内最大の一斉清掃を同時に実施。
清掃しやすい服装や靴で、ご参加ください。

【本部古市会場】9:00 受付　9:30 清掃開始
●小雨決行（清掃活動が危険と判断した場合は中止※）
　※中止の場合は 8:00 までに市ウェブサイトなどに掲載
●古市会場のみ駐車場あり（周辺道路や駐車場の混雑が
　予想されるため、できる限り車での来場はお控えください。）
■■問問 環境保全課・下水道建設課

ごみ拾いしながら　
　石川河川敷散策！
　家族や友達と　　
　　　参加してね♪

■■定定■■員員 先着 500 人（事前申込）
■■申申■■込込 QR コードまたは四天王寺大学ウェブサイトから
■■問問 四天王寺大学 地域連携・研究推進センター
　 　　　メール ibu-xt@shitennoji.ac.jp
●駐車場完備

【主催】四天王寺大学・四天王寺大学短期大学部・羽曳野市・羽曳野市教育委員会
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1962 年生まれ、大阪府
出身。四天王寺大学社会
学部社会学科教授。仏教
文化研究所 所長。日本仏
教学会理事。
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1997 年生まれ、大阪府出
身。能楽師シテ方（観世流）。
2013 年に大槻裕一を襲名。
2023 年咲くやこの花賞、大
阪文化祭奨励賞受賞。
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ブリュッセル自由大学 日本学科
准教授。専門は文化交流・伝
統芸能・能楽。能楽の国際的
展開や、現代における新作能
を中心に研究し、日欧間の文
化交流にも携わっている。
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四天王寺大学 文学部日本学科 
准教授。専門は現代文化（マンガ
／アニメ）・伝承文学。マンガ『鬼
滅の刃』を中心に、アニメ、映画、
能楽、舞台などについて解説。

とき 　3 月 8 日㈰ 13:30～15:35　（受付12:30～）

場所　四天王寺大学 大講堂（学園前 3 丁目 2-1）

  第一部
　講演「日出処の天子　――聖徳太子と仏教的王権観」
　　藤谷 厚生 教授（四天王寺大学 社会学部社会学科長・仏教文化研究所 所長）

  第二部
　①「能 狂言 『日出処の天子』」作品解説
　　・マンガ解説：植 朗子 准教授（四天王寺大学 文学部 日本学科）
　　・能・狂言解説：ビューニュ・マガリ 准教授（ブリュッセル自由大学 日本学科）

　② 能楽師 大槻 裕一氏トークイベント
　　大槻 裕一（能楽師）／ビューニュ・マガリ 准教授／植 朗子 准教授

＜申込フォーム＞
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  の天子の天子』』の世界」の世界」

 世界遺世界遺産産「百舌「百舌鳥・鳥・古市古墳群古市古墳群」」シンポジウムシンポジウム

　　 「 「まちと共存する王陵まちと共存する王陵群 －私たちの世界遺群 －私たちの世界遺産産「百舌「百舌鳥・鳥・古市古墳群古市古墳群」」－」－」

　世界遺産「百舌鳥・古市古墳群」のすばらしさ、現代社会での役
割や活用、そして市街地の中にある世界遺産として将来へ継承してい
く手がかりを考えたいと思います。
　私たちのまちにある「世界の宝」の魅力やおもしろさを感じてみ
ませんか。
● 講演 
　・福永 伸哉 氏（大阪大学大学院人文学研究科特任教授）
　・松田 陽 氏  （東京大学大学院人文社会系研究科准教授）
● パネルディスカッション「まちと共存する王陵群－私たちの
　 世界遺産「百舌鳥・古市古墳群」－」
　  福永 伸哉 氏、松田 陽 氏、岡本 裕子 氏（四十四の会） 
　  西脇 導宣 氏（龍谷大学附属中学校生徒）
　  進行：羽曳野市教育委員会 文化財・世界遺産室

■■定定■■員員  350 人（事前申込要）　　■■￥￥  500 円（資料代）
■■申申■■込込・■■問問  �
　　 �Eメール、はがきにて、 氏名（フリガナ）、住所、電話番号を明

記の上、お申し込みください。（一回の申込みで 5 人まで可）。
　　 〒 583-8585　羽曳野市 文化財・世界遺産室
　　（郵便番号記載で所在地省略可）

3 月 15 日㈰  13:00 ～ 16:30 LIC はびきの サムテックホール MLIC はびきの サムテックホール M

主催：羽曳野市世界遺産「百舌鳥・古市古墳群」保存・活用実行委員会（NPO 法人フィールドミュージアムトーク史遊会、羽曳野まち歩きガイドの会、四十四の会、羽曳野市教育委員会）




